
男女一緒に扱われがちな健康診断だが、男性と女性とではそれぞれに特有の病気
があり、年代によってもかかりやすい病気が異なる。今回は、虎の門病院 ブレストセ
ンター医長・田村宜子先生に「自分にあった乳癌検査・治療の最新情報」のお話を、
また新しい女性専用健診施設クレアージュ東京 レディースドッククリニック総院長で
ある浜中聡子先生からは「働く女性に必要な検査」のお話を伺い、賢い健康診断の
受け方を学んだ。

ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社 許可なく複製、複写、転載することを禁じます

第24回 プラスウェルネスセミナー（ヘルスリテラシー向上/「健康経営」®支援セミナー）レポート

～働く女性の健康診断を考える～

乳癌の最新情報と
新しい健診施設のご案内

虎の門病院ブレストセンター医長 田村宜子先生

最新、乳癌の検査と治療
～“私”に合わせた検査や治療のために～

乳癌は現在女性の9人に１人が罹患するといわれてい
て、30代後半から増え、40代と60代にピークがある。
しかし80代であっても乳癌に罹患する可能性があるし、
若年性の乳癌も一定数ある。
増加の一途をたどる乳癌だが、抗癌剤や内分泌療法、放
射線治療なども標準的に行われるようになり、患者さん
の生存率が上がっている。Ⅱ期、Ⅲ期の生存率は10年あ
まりで10％近く上がり、ステージⅣの5年生存率も上昇
した。罹患後の人生をどのように歩むのかということは、
治療選択の上で大切な事柄になっている。
自治体が行う癌検診は、国民の死亡率を減少させる目

的で行われている。その観点から、自治体の乳癌検診は
40歳以上の女性に２年に1度のマンモグラフィ検診が推
奨されている。しかし、検診は死亡率の低下だけを捉え
ていればよいのだろうか。0期で発見されたら、手術で
完治し、その生存率は98%である。早期に発見できるよ
う、検診で受ける検査内容を検討し、画像を比較し検討
できるようにする。つまり検診の質を担保することで乳
癌を罹患しても、その後の生活やその先の人生が変わる
のである。早期発見・早期治療につながる検診を考えて
おくことは、誰にとっても重要ではないだろうか。

女性の罹患しやすい癌を考えたとき、一番考えなけれ
ばならないのは乳癌、大腸癌、 婦人科癌の3領域である。
その観点から、女性に必要な健診を年齢ごとに考えてい
く「YOU健診」は素敵な提案だと賛同している。
「YOU」は子宮（Y）、大腸（O）、乳房（U）の部位を
かたどったもので、女性の罹患・死亡率が高い疾患を総
合的にチェックしフォローしていく、そして検診の内容
を年齢に合わせて提案していく方法になる。すべての女
性に年に1回は受診してほしい健診内容である。

◆HBOC（遺伝性乳癌卵巣癌症候群）について◆乳癌検診の質を考える

◆乳癌検診で知っておくべき「デンスブレスト」

2020年、乳癌や卵巣癌になりやすい遺伝子
（BRCA）検査が保険適用になり、遺伝子検査で陽性と
判明した場合は、発癌予防のための手術またはMRIなど
を用いた高精細な検診について保険診療が認められる。
癌になりやすい方々があらかじめ情報を持つ時代がきた。
遺伝子検査から乳癌になりやすいことが分かっている方
だけでなく、家族歴はあるが遺伝子検査まではしていな
い方、あるいは先ほどのデンスブレストといわれている
方たちに対してどのような検診を行っていくことが良い
のか検討されている。しかし多くは医学的な根拠はまだ
確立していないのが現状であり、現段階としては、年齢
だけでなく、少なくともデンシティや家族歴などから、
ひとりひとりにとって適している乳癌検診を検討してい
くことが重要なのは確かである。
大事なのは自分に適している検診がどのようなものか

を知ること。同一施設で継続すると画像の比較ができる
ために、早期に病気を発見できる可能性があることを知
ること。そしてマンモグラフィ単独よりは超音波検査や
3Ｄマンモグラフィを追加することでのメリットを知る
こと。
賢く検診を受けるには、自分の状況を良く知っている施
設で質の良い検診を続けていくこと、それが乳癌対策の
1番の近道だと考えられる。

乳癌はマンモグラフィ単独の検診において死亡率を低
下させるデータがある。しかし課題もある。それがデン
スブレストの問題だ。マンモグラフィでは、乳腺組織や
癌は白く、脂肪組織は黒く映り、乳房の中の乳腺組織
(白)と脂肪組織（黒）の割合は、個人差が大きく、年齢
を重ねることで変わっていく。

●デンシティが低い脂肪性の乳房では、乳癌を発見しやすいが、
高濃度乳房（デンスブレスト）では乳癌を発見しづらい。

【画像】
田村先生
ご講演資料より

つまり個人差・年齢差によって大きく異なる乳腺の濃
度によって癌の発見のしやすさが異なってしまうのだ。
乳腺濃度が高く乳癌を発見しづらい乳房を“デンスブレ
スト”と呼び、マンモグラフィ単独での検診では見落と
してしまう可能性がある。真っ青に晴れ渡った空では白
い三日月を見つけやすいが、秋の鰯雲が散らばる白っぽ
い空では、白い三日月を見つけにくい。秋の空と同じよ
うに乳腺濃度の高い乳房であれば、白く映る乳癌を発見
しづらく、検査方法を検討する必要があるということな
のだ。

2021.2.24  クレアージュ東京にて
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「新しい女性専用健診施設のご紹介」

～働く女性に必要な医療を届ける～

◆男女同じ健診内容でよいのか

◆必要な女性健診を一緒に受けられる施設が
少ない

働く女性の6割は働き続けたいと考えている調査結果
がある。その一方で、働く女性の８割は月経随伴症や
PMSなどの症状や疾患を抱えているといわれるとはい
え、実際に生理休暇をとる人はほとんどいない。多くの
女性は、鎮痛薬を飲み、我慢をして仕事を頑張っている
状況である。
今、働く世代の女性健診に必要なのは、検査を包括的

に実施することが可能な施設なのではないだろうか。こ
のような背景から、約3000人の女性と各専門医の意見
を集約した女性専用のドッククリニックを開院した。ス
タッフも医師もすべて女性なので、よけいな視線を気に
することなく受診していただける。

◆クオリティを重視して作った女性専用の健診施設

クレアージュ東京 レディースドッククリニックの大
きな特徴は、子宮、卵巣、乳房、大腸など女性に必要な
検査が充実していることである。例えば子宮・卵巣の検
査であれば、企業補助の対象外となっているHPV検査や
経腟超音波検査も行なっている。
その他、当レディースドッククリニックの特徴を下記

にまとめた。
感染症対策も徹底させているので、安心して健診をお受
けいただきたい。

日本は世界一の長寿国である。しかし寿命の長さより
も、やはり健康寿命を延ばしたい、人生のクオリティは
落としたくないと誰もが願う。そのサポートのベースと
なるのが健診である。
健診によって自分の体の状態を知り、自己管理をしてい
くことが重要だ。だから私たちは、女性が抱えるどんな
不安も無視しない。自分らしく健やかに美しく年齢を重
ねていくための体のライフプランニングを一緒に考えて
いきたいと考える。クレアージュ東京には、女性のため
の人間ドックであるレディースドッククリニックと、エ
イジングケアクリニックがある。エイジングケアクリ
ニックは、女性の髪・肌・ホルモンバランスのクリニッ
クで、更年期の治療や心理的なフォローもしていく。

◆働く女性の体の不安に一緒に向き合う

クレアージュ東京
レディースドッククリニック総院長 浜中聡子先生

【クレアージュ東京 レディースドッククリニック】
所在地:〒100-0006 東京都千代田区有楽町1-7-1

有楽町電気ビル北館17階
アクセス:有楽町駅徒歩1分 地下鉄日比谷駅直結
電話番号：0120-815-835（電話受付時間（日曜・月曜・祝日除く）

9：00～16：00）
ホームページ：https://www.creage.or.jp/ladies/

現在、健診センターや人間ドックはほとんどが男女混
合で受診しており、完全に女性専用の健診施設は、全国
でもほとんどない。しかし、女性と男性とでは、そもそ
も疾患の発症率も経過も異なる。一律に同じ健診内容で
よいのだろうか。
女性のがんの罹患数予測では、1位が乳がん、2位が

大腸がん、3位が肺がんである。一方男性は、前立腺が
んが１位、２位が胃がん、３位大腸がんと続く。どのが
んに焦点をあてて検診を受診すればよいのかは、男女に
よって異なる。また、意外と知られていないが、がんに
かかる率は実は50代前半までは、男性より女性の方が
高い。働き盛りに多い乳がんも子宮頸がんも、早期に発
見し早期に治療すれば治せる可能性は非常に高く、身体
的・経済的負担も軽くすみ、早期の社会復帰可能になる。
そのためにも女性にとってより詳しい内容かつ、精度の
高い検査を受けていただきたい。

◆女性に必要な検査を包括的に実施

しかしながら、乳がんや子宮がんなどの婦人科検診の
受診を女性にすすめる企業はわずか14%に過ぎない。
また、乳がんや子宮頸がん検診を一か所で受けられる施
設もあまりない。
そうなるとおのずと、受診率が低下する。結果的に女

性全体の健康のクオリティが下がることになる。


